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１ はじめに

青森県では冷涼な気候を活かした夏秋どりイチゴ

栽培が行われており、主に業務用用途として 月～

月に出荷されている。近年、多収で日持ち性の良い四

季成り性イチゴ品種‘すずあかね’の栽培面積が増加

傾向にあるが、盛夏期以降に生産量が減少し、市場へ

の供給量が一時的に不足する傾向にある。そこで、収

穫期間後期まで安定して出荷可能な栽培方法を明らか

にする。

 
２ 試験方法

試験は 年～ 年にかけて農林総合研究所（青

森県黒石市）の鉄骨ハウスで供試品種を‘すずあかね’

とし、高設栽培により行った。

試験 潅水同時施肥における培地量及び株間が収量

に及ぼす影響（ 年） 株間 区は、培地量を

ℓおよび ℓとし、株間 区は、培地量を ℓ及び

ℓに設定し試験を行った。苗はホクサン社から送付され

た定植前年採苗冷蔵裸苗を用い、栽培様式を高設栽培

ベンチに不織布ラブシート（ユニチカ社）をパッカーで固定

したハンモック方式とし、うね幅 、条間 、定植日

は 年 月 日。灌水は点滴灌水同時施肥、灌水量

株 日とし、灌水チューブはストリームライン （ネタ

フィム社）を使用。施肥は大塚ハウス 号、 号（ 処方

アグリオ社）、 （定植期）、 （生育期以降）

（原水を除く）で管理。培地はピートモス主体のイチゴ

専用培地 にパーライト を混合し使用した。

試験 潅水同時施肥における培地量が収量に及ぼす

影響（ 年） 培地量を ℓおよび ℓに設定し

試験を行った。苗はホクサン社から送付された定植前年

採苗冷蔵裸苗を用い、栽培様式を発泡スチロール槽の高

設栽培ベンチ方式とし、株間 、条間 、うね幅

、定植日は 年 月 日。灌水は点滴灌水同

時施肥、灌水量 ～ 株 日とし、灌水チューブは

ストリームライン を使用。施肥は大塚ハウスタンクミックス

＆ （ アグリオ社）、窒素施用量 ／株／日で管

理。培地はヤシガラ培地（あく抜きスーパーベラボン（フジッ

ク社）を使用した。

試験 施肥方法が収量に及ぼす影響（ 年） 施

肥方法を液体肥料タンクミックス ＆ 、窒素施用量

／株／日で管理し潅水同時施肥する区、肥効調節

型肥料ハイコントロール 日溶出（ジェイカム

アグリ社）を窒素施肥量 株で全量基肥施用する

区、肥効調節型肥料エコロングトータル 日溶

出（ジェイカムアグリ社）を窒素施肥量 株で全

量基肥施用する区に設定して試験を行った。苗はホクサ

ン社から送付された定植前年採苗冷蔵裸苗を用い、栽培

方式を発泡スチロール槽の高設栽培ベンチ方式とし、株

間 、条間 、うね幅 、定植日は 年

月 日。灌水は試験 と同様。培地量は ℓとし、培地

にはチャコールモス （グリーンテック社）を使用した。

試験 肥効調節型肥料の全量基肥施用における培地

量及び定植月が収量に及ぼす影響（ 年） 培地量

を ℓ及び ℓとし、各培地量の定植月を 月及び

月として試験を行った。定植月 月の定植日は 年

月 日、定植月 月の定植は、 年 月 日に

苗を 黒ポリポットに鉢上げし養成後、 年

月 日に定植。苗は、ホクサン社から送付された定植前年

採苗冷蔵裸苗を用い、栽培方式を発泡スチロール槽の高

設栽培ベンチ方式とし、株間、条間、うね幅、灌水、培地

は試験 と同様とした。

３ 試験結果及び考察

試験 潅水同時施肥における培地量及び株間につ

いて試験した結果、今回の栽培方法では培地量よりも

株間が収量に及ぼす影響が大きかった（表 ）。夏期に

土壌溶液 の低下、生育不良が見られた（データ省

略）。従来、イチゴは根量が多いほど収量は高くなる傾

向にある。培地量を多くすることで根量が増え、増収

すると仮定したが異なる結果となった。収量が収穫期

間前期の 月に集中しており、収量水準が低いことか

ら潅水量、施肥量の再検討が必要である。

試験 試験 の結果を受け、潅水同時施肥での培地

量について、再度検討した結果、培地量が少ない方が

収量は高くなった（表 ）。灌水量、施肥量を見直して

栽培を行ったことで収量水準は高くなったが、培地量

を多くすることでの増収効果は見られなかった。

試験 施肥方法について試験した結果、潅水同時施

肥に比べて肥効調節型肥料の全量基肥施用で収量が高

くなった（表 ）。収量水準は ａを超え夏秋作型

としては高い水準となり、収穫期間後期まで安定した

収量となった。

試験 試験 ～ のうち、収量水準が高く、収穫期間

中の月別収量が安定していた肥効調節型肥料エコロン

グトータルの全量基肥施用で培地量及び定植月につい

て試験した結果、培地量が多い方が収量は高くなる傾

向にあり、定植月の影響は小さかった（表 ）。収量水

準は ａには達しなかったものの、高い水準を維

持できた。
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４ まとめ

か年の試験から、夏秋どりイチゴ栽培の収穫期間

月～ 月にかけて収穫期間後半まで安定して出荷可

能で収量水準が高い栽培方法の一つは、「肥効調節型肥

料エコロングトータルの全量基肥施用での高設栽培」

であることが明らかとなった。今回、株当り培地量

～ ℓ程度、肥効調節型肥料のエコロングトータル

日タイプで窒素成分量 ｇ 株（現物 ｇ 株）

を定植時に培地へ全量混合する栽培方法が有効と考え

られた。

今後の課題として、様々な栽培方法への適応、また、

長期栽培により可販果収量 ｔ ａを上回る収量水

準を目指すために潅水同時施肥方法の検討が必要であ

る。 そのためには初期生育量の確保、花芽分化及び発

達程度のコントロール、高温期の生育不良等の改善が

必須であり、方法として、生育ステージ別に肥料濃度

を適宜調節する可変施肥、最適な土壌水分量を維持す

る潅水方法、植物体のリアルタイム診断、土壌溶液診

断等が必要である。

表 潅水同時施肥における培地量及び株間が収量に及ぼす影響（ 年）

注）可販果収量は、全農出荷基準を参考に規格内の 以上を集計した。

表 潅水同時施肥における培地量が収量に及ぼす影響（ 年）

注）可販果収量は、表１と同様、 ａ換算は、 株 ａとして算出した。

表 施肥方法が収量に及ぼす影響（ 年）

注）可販果収量は、表１と同様、 ａ換算は、表 と同様。

表 肥効調節型肥料の全量基肥施用における培地量及び定植月が収量に及ぼす影響（ 年）

注）可販果収量は、表１と同様、 ａ換算は、表 と同様。

6月 7月 8月 9月 10月 11月

月別可販果収量　（ｇ／株）
合計（標準偏差）

株当りの
培地量

10a換算
（ t ）

10ａ換算
6月 7月 8月 9月 10月 11月 （ｔ）

2月
5月
2月
5月

合計（標準偏差）定植月
株当りの
培地量

月別可販果収量　（ｇ／株）

6月 7月 8月 9月 10月

潅水同時施肥
タンクミックス

ハイコントロール
065－180日タイプ
エコロングトータル
391－180日タイプ

合計（標準偏差）
10a換算

（ t ）

肥効調節型肥料
全量基肥施用

月別可販果収量　（ｇ／株）
肥料種類施肥方法

7月 8月 9月 10月 （ｔ） （株数）
2.0Ｌ
4.0Ｌ
2.5Ｌ
5.0Ｌ

20㎝

25㎝

10ａ換算
株間

株当りの
培地量

月別可販果収量　（ｇ／株）
合計（標準偏差）
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